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There was an inseparable connection between the development of nuclear weapons and 
the development of strategic bombers during the period from 1945 to 1968. 
I discuss the nuclear weapons development competition between the United States of 
America and the Soviet Union, and clarifies the relationship between nuclear weapons and 
strategic bombers. And I survey some aircraft accidents that occurred by United States Air Force 
mission in which B-52 strategic bomber armed with thermonuclear weapons remained on 
continuous airborne alert, flying routes to points on the Soviet Union border during the period from 
1960 to 1968. 
















































Boy, Mk.1）、シンマン（Thin Man, Mk.2）、ファ


















































 ファットマンは、プルトニウム 239 を核物質
としたインプロージョン方式の核爆弾である。























































































 そこで、マイク (Mike) と呼ばれる湿式水素爆
弾6が開発された。マイクは、核出力は小さかった
が、大規模な冷却装置等を取り付けたため、重量
が 65 t に及ぶことになった。 
 この湿式水素爆弾マイクは、マーシャル諸島の
エニウェトク環礁（Eniwetok Atoll）に運ばれ、

































 1954 年 3 月 1 日から 5 月 14 日にかけて、ア
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 アメリカ陸軍航空軍は、原子爆弾の重量であ
る 5 t 以上の搭載量を持つ重爆撃機として、B-
17、B-24、B-29、B-32 を保有していた。その




いうことであった。写真 1 に、B-29 を示す。 
 
 














残るリトルボーイは、全長 3.12 m、最大直径 0.75 
m、重量 4.1 t であり、ファットマンは、全長 3.25 





 実際、1945 年 8 月 6 日に、エノラ・ゲイが原
子爆弾リトルボーイを広島に投下したとき、5 機
の B-29 が同時飛行し、1945 年 8 月 9 日に、ボ
ックスカーが原子爆弾ファットマンを長崎に投













 1946 年 3 月 21 日、アメリカ陸軍航空軍の中

















































所有する B-29 であった。イギリスは、1950 年 3
月 20 日、アメリカ合衆国との間で相互防衛援助





















基、ジェットエンジン 4 基を備え、36 t の爆弾を




爆撃機となった14。写真 2 に、B-36 を示す。 
 
写真 2 B-3615 
 
 また、後退翼と、アメリカ空軍初のジェットエ
ンジン戦略爆撃機 B-47 が開発された。6 基のジ
ェットエンジンで、最大搭載量が約 10 t の B-47
は、1947 年に初飛行を行い、朝鮮戦争の勃発も
あり、2032 機も製造された16。写真 3 に、B-47
を示す。 
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最大搭載量が約 20 t の B-52 は、1952 年に初飛


















退翼にジェットエンジン 4 基を備えた M-4 の航
続距離は 8100 km であり、原子爆弾を搭載可能
であった21。 
 また、Tu-16 も、1952 年に初飛行をした戦略
爆撃機である。最大 9 t の爆弾を搭載でき、5,925 
km の距離を飛行することができた22。写真 5 に、
Tu-16 を示す。 
 
写真 5 Tu-1623 
 
さらに、ターボプロップエンジンを 4 基備え、
最大 15 t の爆弾を搭載できる Tu-95 も、1952 年
に初飛行を行った。Tu-95 の航続距離は 13,000 
km であり、仮想敵国であるアメリカ合衆国本土
まで侵入し、原子爆弾を投下して帰投できるだけ
の能力を備えていた。写真 6 に、Tu-95 を示す。 
 





（Moscow）の上空を、28 機の M-4 と多数の Tu-
16 が飛行した 25。また、 1955 年のツシノ
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（Tsushinskaya）航空ショーにおいて、Tu-95 が
7 機、編隊飛行を行った26。写真 7 に、M-4 を示
す。 
 





















 その結果、B-52 は 744 機が製造され、音速の
約 2 倍で飛行する戦略爆撃機 B-5828、音速の約 3
倍で飛行する戦略爆撃機 B-70 の発注も行われた
29。写真 8 に、B-70 を示す。 
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3. クローム・ドーム作戦とブロークン・アロウ 






























3.1 ニューメキシコ州の B-29 墜落事故 









3.2 テキサス州の B-36 水素爆弾落下事故 
 1957 年 5 月 27 日、1 発の水素爆弾 Mk.17 を
空輸していた B-36 が、テキサス（Texas）州のカ
ートランド（Kirtland）空軍基地に着陸する直前
に、誤って、高度 500 m から Mk.17 を落下させ
てしまった35。地表に激突した Mk.17 は、高性能
爆薬が誘爆し、核物質が周囲に飛散した。地表に




19.1 t である。 
 
3.3 ノースカロライナ州の B-52 空中分解事故 
 1961 年 1 月 24 日、ノースカロライナ（North 







 もう 1 発は、ぬかるんだ土地に突き刺さり、ウ
ラン 239 を含む水素爆弾の大部分が、現在でも





3.4 奄美大島沖の A-4E 海中転落事故 
 1965 年 12 月 5 日、奄美大島の南東約 150 km
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37。A-4E には、B-43 核爆弾が 1 発搭載されてお
り、乗員 1 名と共に、5,000 m の海底に沈んだ。
写真 9 に、A-4 を示す。 
 
写真 9 A-438 
 
 B-43 は、航空機搭載用の水素爆弾であり、戦




3.5 スペイン・パロマレスにおける B-52 墜落事
故 
 1966 年 1 月 17 日、B-28 水素爆弾 4 発を搭載
した B-52 が、空中給油機 KC-135 と接触し、炎
上、スペインの地中海沿岸の漁村パロマレス
（Palomares）の海岸に墜落した39。B-52 の乗員
7 名中 3 名が死亡、KC-135 の乗員 4 名全員が死
亡した。このとき、B-28 のうち 2 発は、落下の
衝撃により通常爆弾が爆発し、プルトニウムとト
リチウム（Tritium）が 2 km2 にわたり飛散した。
また、1 発はパラシュートが開き回収され、もう
1 発は、約 2 ヶ月後に海中 800 m で発見され、
これも回収された。 






















































衆国約 25,000 に対しソビエト連邦約 2,500、戦
略爆撃機の数で、アメリカ合衆国 1,500 に対しソ
ビエト連邦 192、大陸間弾道弾の数で、アメリカ
合衆国 45 に対しソビエト連邦 4 という数字が書
かれていたという。 
 これは、アメリカ合衆国とソビエト連邦の核攻
























SAC は、多数の原子爆弾と、航続距離 16,500 km
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 幸運なことに、人類は、1945 年から 1957 年
という最も危険な時代を、核戦争無しで乗り切っ
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